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規定

1. /.j;:，誌は. 1~1;リ;斗q. q:学会の機関誌であり守 11'，] e告発行する。なお:をなは!IIj身の雑誌である「心身i母子;:q，jiJf
ヲモJをヲiき若者ぐものと

本忠の執三五宇;ーは 1~1れ科学

3. 本誌の ~~ili先は科学学会議長柴委員会の立fでのもとにち:われる。

4 .本主には未公 TIJ のお i 文または英文で ιサL た l~l.;JI~ ~i，~r科学に出する 1)!;(若論丈J. 1資料品丈1 1);¥1.報J，

1)1ミ望論文などオ 1) ジナルな'予科え\実践 NH~;'会等でよそデ jしとなりうるような 1-:)ミu完封i1¥'Jの{まか，

部長会員会が認めた論文等をお純する。

(] ) j五日存論文は， J'H論， 実験1 'Jf例， ゾ尖:践等{にこ;関主持;すゐ{石向州州i社泊訂j月iHvヲ究j

( 2 ) 資1苧科科:コ守守'!千!，今議え丈‘;はま， )Jj(杭:論文にじた内有で， 資料?っ:のi当い研究論文とする

( :-)) 9:i.J.ii'liは， 詩的:t: )jX:~~の j主 'H{や ‘泣く !'1(J~ 字li(止とする。

( 4) )J31 担論文 i~J?L ~~l~: 1~1. :~}:に i 立j 係のある訓胞についてち内外の，;削iHずとの J&去を概花見し，総{~(Iヲに民明

した研究論文とする。

( )主校卒li貯はき定説報告会併研究会等でそデ、ルとなりうる字詰i!iとする。

論文t;:l:，査託委員によって事責され，縦長委員会において，その記載の可討が決;とされる。

G. )~~~.と枚数を超過したもの，およびiヌi去三等の製n反・ r:IJ~I)lJ '~B':. 特に?を JIJ を弘0:するものは， ，JIJ述執/'n:者

の負担とする

7. ~JIJ~ilリり段、決石"の位 JiJとする。

8.本誌に知載された論文等の:;V;:1'I:誌は鰐:;1;:1"+うたうえ会に記長;し， M，liVI'で佐製あるいはも;if託することを禁ずる C

9. 投稿論文の1)、;有について，十問分に人jをおよび愉J'IL1'，のi有言語:がなされていなけ北ばならない。

規定

上原稿の仕模 原l!日としてワープロを)1]い，j¥ 4 '1'1] JTJ紙にぺ犯行会 (800づっでf:Il:j<された挺訴を提出

すること。主主将J!J~~~の原稿之交辻副司 1'，が i'J 1 に ~;II ~I'tする。和文では，本文.，丈 IrV~ ， 1'X11乙. ~k!.J 

すべて合めた論文の11;IJりj二が i)民数は. JJ;(若論文，資料，実践干iiiV. 泌守{(ま lO 1'i を I'， IU~ とする。タミ丈

は. ~三誌 8 550¥九iOrdspel‘ including Abslraclぅ iミじfcrcncc言令 Tablc丸山ndFigL11‘cs) を !-. 

IHミとする。また. 1足手IH立手11丈で 5 英文で 4ミとする。これを泊する i論文については，制lIi保安民会

でお íl主の 11]' 百を ìJ~íιする。

2 .提出j奈鵜 出才論文・資料ともに，オ 1)ジナJ"1誌とコピー 2誌を添えて蛇Jれすること。またii'i:II'I)Jj[縞

はl¥11 'l'lj とし，去紙には手11文京思考英文京:m. 執京:fí'ぞ1. 代去才?の連結Jl:お詐むを台む)をIljJ;;~す

と。なお，論文将jJ{{去には屯子ファイルをiJi:1Biωる。

国表など (1紙に出急インクでlijJ1告にかれたものを引い，写真を)1い、る場合辻鮮明なものを詑iれする

こと。去やi文iの番号はT，山lc]， Fig. 1のようにi記入し，l<!m， iWVJともに 'Niして別紙にi山j釘宇ること。

また，本文ljlにその;手人間f9i'をiり]/Jえすること c

ノ1.和文袈約 手11丈!論文および英文;論文には， IIIJ起き hit，結果，結晶の大変4 をほほ，il:.:i訟できるように.和

文で400'Y以内の民約と::; Llの手n文キーワードを本文とは民主にて蛇iれすること。

.c英文要約 手11 丈論文;および英文論文には，英文去;ι200~300 ワ - Vo) 主丈~:~(.)， :) ~ 5項目の民文

Kcy Word討を本文とは日In~にて提出すること。

6. 表記 新カか3なづづ、カか、い、 ?常;

訳;話;詰話!託i を川い，長、支:な rJ)j介は初 IH の訟にだけ JJ;[ ，r!\'を 1，J す。文iW~1;:1: lihu立;の11え訟にアルファベットJIIi[tこ -jfIiし

。雑誌文試記述の形式は. :r;:{í' 字{，先行 ilê ，短 11 ，雑誌名，を数， iZS 丈 )~í'{E 討の Jllri とし， qt 

わi':;j;:克I?誌記述の形式辻宅さ在才1，先行年， ，li::{I， 11リ以来1:. 11¥)日IiJ患の)11([とする

註 岳、安があるJ品イ?は，本丈III(こ1)， 2) …のように ".1;J'きの通し千fi 、をi，Jしすべての討を本

丈とえ:IY主著書の II\J に昨 ~;'JIIWこ記載すること。

8. 印席IJ形式 1'=1日111Jの体裁は編集委討会にイT:するつ

9. その他 執本心開する詳%111は. 11本特殊教育学会の打持殊教育:!]':1詰>)'tJ手11文論文執本の子引き jと，

以;tJrの.Iollrnal01' Specialとdllじatiol11ミωcarchの去紙京Inf'ormationfor CO Il lributors~こ従うこと。
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